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特集　日本・ブラジル 消費者法の現状と展望（一）

特
集日

本
・
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
現
状
と
展
望
（
一
）

解
題国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の　
　
　

 

　

現
状
と
展
望
』の
開
催
と
そ
の
成
果

池　
　

田　
　

真　
　

朗

　

二
〇
一
三
年
四
月
二
日
に
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の
共
催
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
日
本
・
ブ

ラ
ジ
ル　

消
費
者
法
の
現
状
と
展
望
』
が
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
三
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
約
七
〇
名
の
出
席

を
え
て
開
催
さ
れ
た
。
う
ち
サ
ン
パ
ウ
ロ
側
の
出
席
者
は
三
〇
数
名
に
及
ん
だ
。

　

こ
れ
は
、
一
九
七
八
年
に
締
結
さ
れ
て
以
来
、
三
五
年
に
な
る
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の
学
術
交

流
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
両
大
学
は
こ
れ
ま
で
数
回
ず
つ
、
交
互
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。
前
回
は
、
二
〇
〇

八
年
に
、「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
・
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
日
伯
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に

お
い
て
大
規
模
に
開
催
さ
れ
、
慶
應
側
か
ら
森
征
一
慶
應
義
塾
常
任
理
事
（
法
学
部
教
授
）（
当
時
）
や
筆
者
を
含
め
七
名
が
参
加
し
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て
い
る）1
（

。

　

も
と
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
た
と
え
ば
民
法
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
の
両
者
の
影
響
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
等
、

系
譜
的
に
わ
が
国
で
の
法
学
研
究
と
基
盤
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
消
費
者
法
を
テ
ー
マ

に
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
分
野
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
わ
が
国
の
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
進
ん
だ
、
世
界
的
に
見
て
も
斬
新
な
内
容
の
法
律

を
持
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い）2
（

。
そ
し
て
、
両
大
学
の
初
期
の
交
流
行
事
が
、
と
も
す
れ
ば
両
国
の
法
制
の
相
互
紹
介
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
実
質
的
な
議
論
が
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
で
か
み
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ

る
。
三
五
年
に
わ
た
る
交
流
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
と
同
時
に
、
客
観
的
に
み
て
相
当
の
学
術
的
価
値
を
有
す
る

成
果
物
と
な
っ
た
と
判
断
し
て
、
本
誌
上
に
そ
の
全
容
の
記
録
を
残
そ
う
と
す
る
の
が
、
本
特
集
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
開
催
責
任
者
で
あ
る
筆
者
（
池
田
真
朗
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
兼
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）
の
開
会
挨

拶
と
総
合
司
会
の
も
と
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
側
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
通
訳
の
二
宮
正
人
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
教
授
と
、
慶
應
側

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
通
訳
の
前
田
美
千
代
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
准
教
授
の
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
の
部
に
、
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ 

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
（
元
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
最
高
裁
判
事
、
慶
應
義
塾
大
学

名
誉
博
士
）
の
「
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
概
要
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ヂ
・
ル
ッ
カ 

サ
ン
パ
ウ

ロ
大
学
教
授
（
ブ
ラ
ジ
ル
第
三
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
長
官
）
の
「
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
現
状
と
電
子
商
取
引
に
関
す
る
考
察
」
と
題

す
る
第
二
講
演
が
な
さ
れ
、
キ
ヨ
シ
・
ハ
ラ
ダ
弁
護
士
（
元
日
伯
比
較
法
学
会
会
長
）
の
「
消
費
者
法
に
お
け
る
法
の
抵
触
と
私
法

の
調
和
的
傾
向
」
と
題
す
る
報
告
を
は
さ
ん
で
、
二
宮
正
人
教
授
の
第
三
講
演
「
大
学
間
の
学
術
交
流
を
通
じ
た
日
伯
比
較
法
学
の

発
展
と
今
後
の
課
題
」
が
あ
っ
た
。
二
宮
講
演
は
、
両
大
学
の
交
流
の
初
期
か
ら
の
歴
史
を
語
り
、
ま
た
法
学
分
野
で
の
今
後
の
交

流
強
化
の
必
要
性
を
語
っ
て
感
銘
を
呼
ん
だ
。

　

午
後
の
部
で
は
、
ま
ず
民
法
パ
ネ
ル
と
し
て
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
モ
ラ
ー
ト 

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
の
「
ブ
ラ
ジ
ル
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消
費
者
法
に
お
け
る
消
費
者
の
弱
者
性
概
念
と
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
」、
鹿
野
菜
穂
子
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

の
「
消
費
者
の
実
体
的
権
利
の
拡
充
に
向
け
て
―
―
日
本
に
お
け
る
民
法
お
よ
び
消
費
者
契
約
法
の
改
正
論
議
」、
前
田
美
千
代
同

法
学
部
准
教
授
の
「
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
改
正
案
と
わ
が
国
の
消
費
者
法
改
正
課
題
の
比
較
分
析
」
の
三
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
と
し
て
薮
本
将
典
同
法
学
部
准
教
授
を
加
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、民
事
訴
訟
法
パ
ネ
ル
と
し
て
、三
木
浩
一
同
法
学
部
教
授
兼
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
の「
日
本
版
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

の
立
法
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
ワ
タ
ナ
ベ
教
授
、
三
木
教
授
に
、
デ
イ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
と
し
て
工

藤
敏
隆
同
法
学
部
専
任
講
師
を
加
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
か
ら
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ィ
ダ
ウ
・
ポ
ル
ト
公
使
、
日
本
国
外
務
省
か
ら
は
文
化
交
流

担
当
兼
北
極
担
当
大
使
（
前
駐
キ
ュ
ー
バ
大
使
）
の
西
林
万
寿
夫
氏
、
駐
ウ
ル
グ
ア
イ
大
使
の
大
部
一
秋
氏
の
臨
席
を
え
た
。
外
部

の
参
加
者
と
し
て
も
、
青
山
善
充
明
治
大
学
教
授
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
を
は
じ
め
、
多

数
の
研
究
者
が
出
席
し
た
。
な
お
、
閉
会
式
に
は
清
家
篤
慶
應
義
塾
長
と
大
石
裕
法
学
部
長
も
出
席
し
、
感
謝
状
や
記
念
品
の
交
換

を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
も
含
め
、
大
変
な
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

本
特
集
は
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
・
報
告
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
で
あ
る
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
側
の
講
演
・
報
告
に

つ
い
て
は
、
そ
の
翻
訳
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
慶
應
側
報
告
者
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
各
自
が
適
宜
注
記
を
施
し
、
内
容
を
補
足
し

て
、
論
説
の
形
態
で
再
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
時
間
の
関
係
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
が
用
意

し
た
質
疑
応
答
が
で
き
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
誌
上
で
そ
れ
を
補
充
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
特
集
は
、
当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
上
に
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ

う
。

　

特
集
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
本
号
に
訴
訟
法
関
係
を
集
め
、
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
教
授
の
基
調
講
演
「
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
概
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要
」（
前
田
美
千
代
訳
）、
三
木
浩
一
教
授
の
講
演
「
日
本
版
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
立
法
に
つ
い
て
」（
論
説
形
態
に
改
め
た
も
の
）、

そ
し
て
、
こ
の
両
者
に
工
藤
敏
隆
法
学
部
専
任
講
師
を
加
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
後
半
部
分
を
補
充
し
た
も
の
）
を
掲
載
し
て
い

る
。

　

実
体
法
（
民
法
・
消
費
者
法
）
関
係
は
続
号
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。

（
１
）　

二
〇
〇
八
年
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
誌
「
特
集
・
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
周
年
・
慶
應
義
塾
創

立
一
五
〇
年
記
念
日
伯
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
参
照
（
法
学
研
究
八
一
巻
一
一
号
一
頁
以
下
）。
そ
こ
で
は
論
説
と
し
て
山
川
隆
一

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
当
時
）
の
「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者
の
外
国
人
労
働
者
法
制
の
課
題
」（
同
号
五
頁
以
下
）、

報
告
と
し
て
太
田
達
也
法
学
部
教
授
、
宮
島
司
法
学
部
教
授
、
池
田
真
朗
、
北
居
功
法
務
研
究
科
教
授
、
前
田
美
千
代
法
学
部
専
任
講
師
、

三
木
浩
一
法
学
部
教
授
兼
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
同
年
一
一
月
の
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
行

事
に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
か
ら
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
教
授
と
二
宮
正
人
教
授
が
出
席
さ
れ
、
そ
の
機
会
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
慶
應
義
塾

大
学
法
学
部
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
交
流
事
業
「
日
本
法
と
ブ
ラ
ジ
ル
法
」
を
開
催
し
、
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
教
授
の
講
演
「
ブ
ラ

ジ
ル
消
費
者
法
に
つ
い
て
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
「
現
代
日
伯
交
流
の
法
律
問
題
」
を
開
催
し
て
い
る
（
前
掲
法
学
研
究
八
一
巻
一

一
号
四
頁
注（
４
）参
照
。

　

な
お
、
そ
れ
以
前
の
交
流
行
事
の
成
果
物
と
し
て
は
、
二
〇
〇
二
年
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
出
稼
ぎ
問
題
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
を
論
文
形
態
に
改
め
た
、
池
田
真
朗
＝
前
田
美
千
代
「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者
の
就
労
に
関
す
る
契

約
法
上
の
諸
問
題
」
法
学
研
究
七
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
五
七
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）　

前
掲
法
学
研
究
八
一
巻
一
一
号
三
頁
、
六
七
頁
（
前
田
報
告
）、
七
六
頁
（
前
掲
三
木
報
告
）
等
を
参
照
。


